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1.決算概要
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(百万円)
2024年3月期

第1四半期

2025年3月期

第1四半期
前年同期比

2025年3月期

予想

売上高 3,545 4,718 1,173 23,500

営業利益 △620 △296 324 100

経常利益 △520 △274 245 200

親会社株主に帰属する

四半期(当期)純利益
△545 △294 250 200
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2-1.セグメント別業績・概要
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（百万円）

2024/3
1Q

2025/3
1Q

売上高 営業損益 受注高 受注残高

2024/3
1Q

2025/3
1Q

2024/3
1Q

2025/3
1Q

2024/3
1Q

2025/3
1Q

△445

△37

△394

増収増益、受注高・受注残高は減少

・建設工事用エレベーター、乳化・攪拌装置、大規模施設向け動力制御盤・分電盤・配電盤等に加え、
遊園地遊戯機械設備の製造・販売が好調に推移したことを主因に増収増益

・レジャーセグメントにおいて前第１四半期に大口案件を受注した反動により、前年同期比の受注高・受注残高は減少

255



製造業向けセグメント
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2-2.セグメント別業績・製造業向け
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売上高 営業損益 受注高 受注残高

2024/3
1Q

2025/3
1Q

（百万円）

増収増益、受注高は前年並み

・売上高は、各種産業機械部品の製造が回復した他、
乳化・撹拌装置のメンテナンスが順調に推移したため増収増益

・受注高は、ショットブラストマシンの製造が堅調も、環境装置の製造及びメンテナンスが低調で前年並み

2024/3
1Q

2025/3
1Q

2024/3
1Q

2025/3
1Q2024/3

1Q
2025/3

1Q



建設業向けセグメント
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2-3.セグメント別業績・建設業向け
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売上高 営業損益 受注高 受注残高

（百万円）

・売上高は、機械式駐車装置の製造及びメンテナンスや建設工事用エレベーター、
動力制御盤・分電盤・配電盤等の製造・販売が好調で増収増益

・受注高は、建設工事用エレベーターが好調に推移する一方で
動力制御盤・分電盤・配電盤等の製造が低調であったため減少も、受注残高は高水準

増収増益、受注高減少も受注残高は高水準

2024/3
1Q

2025/3
1Q

2024/3
1Q
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レジャーセグメント
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2-4.セグメント別業績・レジャー
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売上高 営業損益 受注高 受注残高

（百万円）

増収減益、受注高・受注残高は減少

・売上高は、遊園地遊戯機械設備の販売は増加したものの、
収益性の高い遊園地施設運営において休日やゴールデンウィークの天候不順が来客に影響し増収減益

・受注高・受注残高は、前第１四半期に大口の遊園地遊戯機械設備を受注した反動で前年同期比では 減少
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1Q

2025/3
1Q

2024/3
1Q
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1Q
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1Q
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1Q

2024/3
1Q
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「ものづくりラボ」をリニューアルしました
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3.トピックス

実験・評価・分析 開発・試作・実験 技術研修CAE解析

サノヤスグループの技術力・製造力強化支援を目的として設立されたサノヤステクノサポート株式会社では
各種実験や新製品開発の検討・人財育成としての技術研修等で活用していた実験室を移転・拡張しました。
今後は実験・評価のみならず、開発・試作や実機検証を行うとともに、人材育成の場として活用を図り
サノヤスグループの更なる発展に寄与してまいります。

実験、実機評価等を行い
CAE解析の結果との
差異分析を行う

技術探索・商品企画した
新製品を

開発・試作する

設備設計の基礎知識を
使う演習により

実務スキルを習得する

コンピューター上で
シミュレーションを実施し
製品を検証する技術を用いる

ものづくりラボでの取り組み 詳細はこちらからHPをご覧ください

https://sanoyas-techno-support.co.jp/news/366/


「第26回インターフェックスジャパン」にみづほ工業が出展しました
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3.トピックス

6月26日から28日の３日間、東京ビッグサイトで開催された
「第26回インターフェックスジャパン」にみづほ工業が出展し、
３日間で550名の方々にご来場いただきました。
皆様から頂きましたご意見、ご感想を真摯に受け止め、
今後の装置開発、改良に活かせるよう努めて参ります。 

新開発モデル機（25L）

撹拌力を高め

生産性の改善をねらって

新たに開発した

「多軸構造撹拌羽根」を搭載

「観察」しやすい

「使い」やすい

「データを取り出し」やすい

3つの「易い」を実現！

試験用真空乳化撹拌装置

展示した製品の一部をご紹介します！

「高速」と「低速」の

組合せ撹拌から

新次元の撹拌を実現！
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本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、

当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

「確かな技術にまごころこめて」
人と技術を磨き、新たな顧客価値を創出する
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